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脱中国依存 

 
近年、「脱中国依存」という言葉を聞く機会が増えている。ただし、これには多国籍企業

の生産地としての中国依存の低下と、各国の中国からの輸入シェアの低下の 2 つの意味があ
り、あまり区別されずに使われているように見える。アップル製品の生産地のベトナムやイ
ンドへの移転は前者に該当し、先進国が進めているレアアースなどの調達先の分散は後者に
該当する。本稿では、とくに後者の意味での脱中国依存を考えるために、中国からの輸入依
存度について分析を行う。Hayakawa（2023）は、日本について、中国から ASEAN への輸
入転換が起こっているのは 2010 年代前半では中国依存度が高い品目であり、2010 年代後半
では労働集約的な品目であることを示した。これに対して本稿では、直近の 2022 年を対象
とし、日本だけでなく世界各国の輸入における中国依存度を分析する。 
 
中国依存度の現状 
  

まず、2022 年について、世界 69 カ国の中国からの輸入シェアを品目レベルで計算する。
品目は、HS コード 2017 年版の 6 桁レベルの分類を用いる。各国の中国および世界からの
輸入額データを Global Trade Atlas から入手し、世界からの輸入額に占める中国からの輸入
額シェアを計算する 1。 

https://www.ide.go.jp/Japanese/Researchers/hayakawa_kazunobu.html
https://www.ide.go.jp/English/Researchers/hayakawa_kazunobu_en.html
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 表 1 は、中国からの輸入シェアについて、国別の特徴を示している。全品目における平均
値に加え、10、25、50、75、90 のパーセンタイル値が報告されている。表には、50 パーセ
ンタイル値（中位数）で評価した際の、トップ 30 カ国が掲載されている。トップはベトナ
ムであり、インドネシア、タイ、韓国、マレーシア、日本、フィリピンと続いている。すな
わち、東アジア、東南アジアの国々が、世界のなかでも中国依存度が相対的に高い。これら
の国は、0.2〜0.3 の中位数を持っており、全品目の半数について中国依存度が 20〜30％以
上であることが分かる。さらに 75 パーセンタイル値が 0.5 を超えていることから、全体の
25％の品目は、中国からの輸入シェアが 50％を超えていることが分かる。同様に、全体の
10％の品目では、中国からの輸入シェアは 80％以上となっている。一方、アメリカ、イギリ
ス、ドイツは 69 カ国中 20 位台後半に位置する。中位数は 0.1 以下であり、75 パーセンタ
イル値も 0.25 以下、90 パーセンタイル値でさえ 0.5 程度であり、これは、中国からの輸入
シェアが 50%を超える品目は 10%程度に過ぎないことを意味する。欧米の国々は、東アジ
ア、東南アジアの国々に比べれば、中国依存度は低い。 

続いて表 2 では、中国依存度を産業別に集計している。産業は HS コードの「部(Section)」
レベルで定義されている。中位数でみると、「その他」を除くと、「履物、帽子、傘、杖等」
が最も高く、「機械類及び電気機器」「陶磁製品並びにガラス製品」「光学機器、精密機器」が
続く。とくに「履物、帽子、傘、杖等」では、75 パーセンタイルが 0.7 と大きい。これは、
この産業に属する商品の 25%は中国からの輸入依存度が 70%を超えていることを意味する。
一方、「機械類及び電気機器」と「光学機器、精密機器」では、75 パーセンタイルは 0.4 以
下である。 

表 3 では、日本を対象に、中国からの輸入シェアについて産業別に集計したものである。
中位数でみると、世界全体と同様に、「履物、帽子、傘、杖等」が最も高く、「紡織用繊維及
びその製品」「陶磁製品並びにガラス製品」「機械類及び電気機器」が続く。中位数では必ず
しもすべての産業で高い依存度を示しているわけではないが、90パーセンタイルを見ると、
ほとんどの産業で 0.8 前後を示している。つまり、ほとんどの産業で、少なくとも 10％の品
目で 80%以上という非常に高い中国依存が見られる。 
 
中国依存度と国・製品特性 
  

次に、中国依存度が高いのはどういう国や製品なのかを明らかにする。そのため、前節で
計算した中国依存度を被説明変数とした回帰分析を行う。2022 年を対象とし、分析に必要
なすべての変数が利用可能な 61 カ国における、HS6 桁レベルの中国依存度に関する分析で
ある。中国依存度は 0 から 1 の間を取る変数のため、Fractional logit モデルとして推定を行
う。 

説明変数には、以下の 10 個の変数を用いる。国の特性を示す説明変数は次の 7 つである。
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「RTA ダミー」は、2022 年 1 月時点で中国と地域貿易協定（RTA）を結んでいれば 1 を取
るダミー変数であり、WTO のウェブサイトから情報を入手している。「政治的選好類似性」
は 2021 年国連総会の投票において、中国の投票内容との類似性を示す指標であり、高いほ
ど、中国と政治的選好が類似していることを示す。データは Voeten et al.（2009）の最新バ
ージョンから入手している。「政治体制」は高いほど民主主義的、低いほど権威主義的体制
であることを示す指数であり、Integrated Network for Societal Conflict Research から入手し
ている。その他の国特性として、中国までの地理的距離を示す「中国までの距離（対数値）」
および、少なくとも 9％以上の人口が中国語を話す国であれば 1 を取るダミーである「言語
ダミー」を CEPII のウェブサイトから入手している 。World Development Indicators より、
「GDP（対数値）」と「一人当たり GDP（対数値）」を入手している。 
 製品特性としては次の 3 つの説明変数を用いている。2021 年時点における「自国および
中国の顕示比較優位（RCA）指数」が高いほど、相対的に自国または中国の輸出競争力が高
いことを示す。「差別化財ダミー」は、差別化された製品 2であれば 1 を取るダミー変数で、
Rauch（1999）より入手している。また、これらとは別に、産業の固定効果をコントロール
している。 
 推定結果は表 4 の列(I)に示されている。自国の RCA 指数以外は統計的に有意な係数を持
つ。これらの係数から分かるのは、中国依存度が高いのは、中国と RTA を結んでいる国、
政治的選好が類似している国、権威主義的な国、中国の輸出競争力が高い製品、差別化され
た製品、中国までの地理的距離が遠い国、中国語を話す人口が多い国、経済規模の大きい国、
経済発展度の低い国である。列(II)では、製品の性質に関する変数を使わず、代わりに HS6
桁レベルの固定効果を入れながら最小二乗法（OLS）で推定しているが、結果は列(I)と質的
に変わらない。列(III)では、国の性質に関する変数を使わず、代わりに国の固定効果を入れ
ながら推定しているが、結果は同様である。つまり、上記の結果は統計的に頑健であるとい
える。 

ただし、二つの注意点がある。第一に、地理的距離に関する係数は、RTA ダミーの有無に
よって正負が逆転する点である。中国の RTA パートナーの大部分が近隣諸国であるため、
中国からの距離と RTA ダミーは相関が高い。そのため、RTA ダミーをモデルから外すと、
距離の係数は負に有意に推定され、中国までの地理的距離が近い国ほど、中国依存度が高い
ことを示す。第二に、これらの結果は相関関係を示しているだけであり、因果関係を示して
いない点である。例えば、中国と RTA を結んだから依存度が高くなったのか、中国依存度
が高いため中国を RTA パートナーに選んだのかを、今回の推計では区別することができな
い。 
 最後に表 5 では、日本を対象に、中国依存度の実現値と、表 4 の列(I)で推定されたモデ
ルから計算される理論値の差を計算し、その集計値を産業別に示した。数字が大きいほど、
理論的に考えられる水準よりも実際の中国依存度が高いことを意味する。中位数を見ると、

https://www.systemicpeace.org/inscrdata.html
http://www.cepii.fr/CEPII/en/bdd_modele/bdd_modele_item.asp?id=8
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「紡織用繊維及びその製品」「履物、帽子、傘、杖等」「陶磁製品並びにガラス製品」におけ
る値が大きく、これらの産業では中国依存度を下げる余地が大きい品目が多い可能性がある。
最大値を見ると、0.90 以上の産業も多く、どの産業においても過度に中国依存度の高い品目
が存在していることが分かる。 
 
まとめ 
  

本稿では、世界各国の輸入の中国依存度について分析した。ここで分かったことは以下の
ように整理できる。まず、東アジア、東南アジアの国々が、世界のなかでも相対的に中国依
存度が高いこと、これらの国では全体の 25％の品目で中国からの輸入シェアが 50％以上と
なっていることを示した。また世界全体と同様に、我が国では「履物、帽子、傘、杖等」に
おける中国依存度が高い。次に、中国依存度が高い国は、中国と RTA を結んでいる、中国
と政治的選好が類似している、権威主義的である、中国語を話す人口が多い、経済規模が大
きい、もしくは経済発展度が低い傾向にある。また、中国の輸出競争力が高い製品、差別化
された製品で中国依存度が高い。最後に、我が国においては、「紡織用繊維及びその製品」
「履物、帽子、傘、杖等」「陶磁製品並びにガラス製品」などの産業では実際の中国依存度が
予測値を上回っており、中国依存度を下げる余地が大きい品目が多い可能性があることが分
かった。■ 
 
※この記事の内容および意見は執筆者個人に属し、日本貿易振興機構あるいはアジア経済研究所の公式意
見を示すものではありません。 

 
写真の出典 
ThiNguyen2021, Own work.（CC BY-SA 4.0） 
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注 
1 ある品目を世界から全く輸入していない場合、このシェアの分母はゼロになるが、この
場合、シェア自体をゼロと見なす。 
2 差別化された商品とは、例えば自動車のように、メーカーや色、車種など商品の性質に
よって同種の他の商品と区別されるような商品をさす。 
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表 1  中国からの輸入シェアに関する国別記述統計（中位数トップ 30カ国） 

（注）2022 年について、世界からの輸入額に占める、中国からの 
輸入額シェアを、HS6 桁レベルで計算している。

 

平均 p10 p25 p50 p75 p90
ベトナム 0.35 0 0.02 0.28 0.60 0.86
インドネシア 0.35 0 0.01 0.26 0.62 0.87
タイ 0.33 0 0.01 0.25 0.59 0.84
韓国 0.33 0 0.02 0.24 0.58 0.84
マレーシア 0.32 0 0.01 0.22 0.55 0.83
日本 0.30 0 0.00 0.20 0.54 0.80
フィリピン 0.30 0 0 0.18 0.55 0.85
香港 0.33 0 0 0.17 0.63 0.91
インド 0.28 0 0.00 0.17 0.50 0.79
オーストラリア 0.27 0 0.00 0.15 0.47 0.76
南アフリカ 0.28 0 0.00 0.14 0.50 0.80
ペルー 0.29 0 0 0.14 0.55 0.88
コロンビア 0.28 0 0 0.12 0.51 0.83
エチオピア 0.34 0 0 0.11 0.73 0.99
ブラジル 0.26 0 0 0.11 0.46 0.81
シンガポール 0.21 0 0.00 0.11 0.33 0.61
チリ 0.27 0 0 0.10 0.51 0.81
ケニア 0.28 0 0 0.10 0.54 0.88
サウジアラビア 0.23 0 0 0.10 0.39 0.71
ニュージーランド 0.24 0 0 0.10 0.43 0.74
カザフスタン 0.28 0 0 0.09 0.54 0.92
スリランカ 0.25 0 0 0.07 0.43 0.79
カナダ 0.17 0 0.00 0.07 0.26 0.53
ボリビア 0.26 0 0 0.07 0.49 0.87
アメリカ 0.17 0 0.00 0.07 0.24 0.53
トルコ 0.19 0 0 0.06 0.30 0.61
イギリス 0.17 0 0.00 0.06 0.25 0.52
アルゼンチン 0.24 0 0 0.05 0.43 0.83
イスラエル 0.19 0 0 0.05 0.31 0.64
ドイツ 0.14 0 0.00 0.04 0.20 0.45
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表 2 中国からの輸入シェアに関する産業別記述統計 

（注）2022 年について、世界からの輸入額に占める、中国からの 
輸入額シェアを、HS6 桁レベルで計算している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平均 p10 p25 p50 p75 p90
動物及び動物性生産品 0.03 0 0 0 0 0.00
植物性生産品 0.07 0 0 0 0.01 0.23
動物性又は植物性の油脂 0.03 0 0 0 0.00 0.04
調製食料品・飲料 0.06 0 0 0 0.01 0.17
鉱物性生産品 0.08 0 0 0 0.01 0.25
化学工業の生産品 0.14 0 0 0.00 0.14 0.55
プラスチック・ゴム製品 0.16 0 0.00 0.06 0.24 0.51
皮革及び毛皮製品 0.15 0 0 0.00 0.19 0.60
木材製品 0.18 0 0 0.00 0.24 0.76
紙・パルプ製品 0.15 0 0 0.02 0.20 0.56
紡織用繊維及びその製品 0.25 0 0 0.10 0.44 0.79
履物、帽子、傘、杖等 0.42 0.01 0.11 0.38 0.70 0.90
陶磁製品並びにガラス製品 0.26 0 0.01 0.13 0.43 0.75
天然又は養殖の真珠等製品 0.11 0 0 0.00 0.07 0.44
卑金属及びその製品 0.22 0 0 0.07 0.37 0.71
機械類及び電気機器 0.24 0 0.02 0.14 0.39 0.69
車両、航空機、船舶 0.15 0 0 0.01 0.18 0.59
光学機器、精密機器 0.23 0 0.02 0.11 0.35 0.68
その他（武器、雑品、美術品等） 0.34 0 0.03 0.26 0.60 0.83
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表 3 日本における中国からの輸入シェアに関する産業別記述統計 

（注）2022 年について、世界からの輸入額に占める、中国からの 
輸入額シェアを、HS6 桁レベルで計算している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品数 平均 p10 p25 p50 p75 p90
動物及び動物性生産品 371 0.07 0 0 0 0.00 0.26
植物性生産品 308 0.19 0 0 0.00 0.24 0.83
動物性又は植物性の油脂 48 0.07 0 0 0 0.05 0.24
調製食料品・飲料 214 0.2 0 0 0.02 0.32 0.80
鉱物性生産品 147 0.23 0 0 0.02 0.45 0.87
化学工業の生産品 866 0.26 0 0 0.11 0.46 0.76
プラスチック・ゴム製品 209 0.24 0.00 0.04 0.19 0.38 0.61
皮革及び毛皮製品 69 0.22 0 0 0.08 0.38 0.68
木材製品 121 0.33 0 0.01 0.15 0.67 0.96
紙・パルプ製品 140 0.31 0 0.00 0.17 0.59 0.81
紡織用繊維及びその製品 794 0.43 0.01 0.14 0.42 0.67 0.86
履物、帽子、傘、杖等 47 0.56 0.09 0.36 0.62 0.81 0.93
陶磁製品並びにガラス製品 139 0.43 0.00 0.17 0.38 0.65 0.84
天然又は養殖の真珠等製品 53 0.12 0 0 0.02 0.18 0.43
卑金属及びその製品 561 0.34 0 0.05 0.28 0.60 0.80
機械類及び電気機器 777 0.36 0.00 0.12 0.33 0.57 0.79
車両、航空機、船舶 143 0.21 0 0 0.02 0.38 0.77
光学機器、精密機器 207 0.33 0.00 0.06 0.27 0.56 0.82
その他（武器、雑品、美術品等） 147 0.46 0 0.12 0.49 0.72 0.87
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表 4 推定結果 

（注）***、**、*は統計的に 1%、5%、10%有意であることを示す。カッコ内は頑健的 
標準誤差を示す。Frac は Fractional logit、OLS は最小二乗法による推定を示す。 

 

 

 

 

(I) (II) (III)
推定方法 Frac OLS Frac
RTAダミー 0.565*** 0.078***

[0.009] [0.001]
政治的選好類似性 0.259*** 0.062***

[0.039] [0.004]
政治体制 -0.025*** -0.003***

[0.001] [0.000]
自国のRCA指数 -0.001 0

[0.001] [0.000]
中国のRCA指数 0.488*** 0.498***

[0.003] [0.002]
差別化財ダミー 0.205*** 0.219***

[0.008] [0.008]
中国までの距離（対数値） 0.071*** 0.003***

[0.007] [0.001]
言語ダミー 0.196*** 0.017***

[0.017] [0.003]
GDP（対数値） 0.173*** 0.024***

[0.002] [0.000]
一人当たりGDP（対数値） -0.336*** -0.044***

[0.004] [0.000]
部・固定効果 X X
製品・固定効果 X
国・固定効果 X
観測値数 327,021 327,021 380,631
自由度修正済み決定係数 0.385
擬似決定係数 0.156 0.181
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表 5 日本における実現値と理論値の乖離幅に関する記述統計 

（注）表 4 の列(I)の推定モデルに基づき、実現値と理論値の差の集計値を産業別に示している。 

 

製品数 平均 中位数 最小 最大
動物及び動物性生産品 371 0.03 -0.03 -0.32 0.97
植物性生産品 308 0.09 -0.07 -0.18 0.93
動物性又は植物性の油脂 48 0.03 -0.04 -0.04 0.59
調製食料品・飲料 214 0.12 -0.04 -0.27 0.95
鉱物性生産品 147 0.13 -0.07 -0.36 0.92
化学工業の生産品 866 0.07 -0.05 -0.68 0.90
プラスチック・ゴム製品 209 0.03 -0.02 -0.55 0.66
皮革及び毛皮製品 69 0.02 -0.12 -0.43 0.87
木材製品 121 0.10 -0.04 -0.22 0.88
紙・パルプ製品 140 0.10 -0.02 -0.36 0.87
紡織用繊維及びその製品 794 0.10 0.08 -0.65 0.86
履物、帽子、傘、杖等 47 0.04 0.08 -0.43 0.61
陶磁製品並びにガラス製品 139 0.09 0.08 -0.57 0.74
天然又は養殖の真珠等製品 53 -0.03 -0.09 -0.36 0.51
卑金属及びその製品 561 0.05 -0.01 -0.52 0.81
機械類及び電気機器 777 0.04 0.01 -0.65 0.79
車両、航空機、船舶 143 0.01 -0.12 -0.36 0.83
光学機器、精密機器 207 0.02 -0.04 -0.39 0.75
その他（武器、雑品、美術品等） 147 0.03 0.04 -0.39 0.69
合計 5,361 0.06 -0.03 -0.68 0.97
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